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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

　

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第90期

中間連結会計期間
第91期

中間連結会計期間
第90期

会計期間
自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

自 2023年４月１日
至 2024年３月31日

売上高 (百万円) 19,580 19,612 39,735

経常利益 (百万円) 998 700 2,117

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(百万円) 682 472 1,704

中間包括利益又は包括利益 (百万円) 1,521 467 3,458

純資産額 (百万円) 35,512 37,321 37,162

総資産額 (百万円) 51,947 52,581 54,076

１株当たり中間(当期)
純利益金額

(円) 34.30 23.64 85.63

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 66.8 69.3 67.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △454 2,603 795

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △335 △114 △817

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △455 △525 △978

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 10,960 13,225 11,203
 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しており

ません。

３．「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年

改正会計基準」という。）等を第91期中間連結会計期間の期首から適用しております。また、2022年改正会

計基準については第20－３項ただし書きに定める経過的な取扱いを適用し、「税効果会計に係る会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2022年10月28日）については第65－２項（2）ただし書きに定め

る経過的な取扱いを適用しております。なお、主要な経営指標等に与える影響はありません。

 
２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。

なお、当中間連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の状況 １

中間連結財務諸表 注記事項(セグメント情報等) セグメント情報」の「２.報告セグメントの変更等に関する事項」

をご参照ください。

 

EDINET提出書類

フクビ化学工業株式会社(E00829)

半期報告書

 2/25



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績の分析

当中間連結会計期間における我が国経済は、雇用改善と名目賃金増加で個人消費が下げ止まり、設備投資意欲も底堅

く推移したことに加えて、インバウンド需要も拡大したことから、緩やかに持ち直しています。今後も景気の回復傾向

が続くことが見込まれる一方で、インフレに因る消費者マインドの低下、人手不足による供給制約など、景気の下振れ

リスクの懸念があります。

住宅業界においては、持ち家、分譲住宅の減少が続いており、2024年４月～９月の新設住宅着工戸数は、戸数412千戸

（前年同期比0.8％減）、床面積31,610千㎡（同3.5％減）となりました。非住宅建築分野においても職人不足による停

滞状態が続いており、2024年４月～９月の民間非居住建物着工数は、棟数29千棟（同4.6％減）、床面積17,972千㎡（同

9.6％減）となりました。

このような環境の下、当社グループでは、 2023年度からスタートした第７次中期経営計画「技術を押出し、未来へワ

クワク（2023年度～2027年度）」に基づき、下記の３つの基本方針に則り具体的施策を実施しました。

 
・循環型ビジネス拡大

『バスパネルBTj』、『プラスッド ルーバーJF3050』、『フリーフロアーE-CP』についてSuMPO EPD（旧名称エコリー

フ）を取得しました。これにより、製品ライフサイクルでの環境負荷を客観的に評価することが可能となり、GHG排出量

表示の動き等への対応も容易となります。

当社とNAGASEグループの長瀬産業株式会社、株式会社キャプテックスは、リサイクル樹脂、リユース電池を使用した

環境配慮型のスマートベンチを共同開発し、実証実験を開始しました。多様な企業とのイノベーションを通じて、新た

な循環型ビジネスを一層加速してまいります。

 
・強靭な収益基盤構築

住宅建材では一部で落ち込みが見られたものの、断熱関連が好調に推移した他、自動車関連など住宅以外の分野にお

いては、これまで取り組んで来た高付加価値化や技術の提案、PRなど市場へのスペックイン活動が奏功し、全体として

売上は前年同期水準を確保いたしました。これらの分野は、今後も拡大を見込んでおり、引き続き取り組みを強化して

まいります。

原価低減では、新基幹システムの稼働にともない、棚卸資産に関してより精度の高い情報が得られるようになったこ

とから、評価の見積り方法を変更しています。これに伴い、一過性と捉えることができる費用が発生することとなりま

したが、将来への成長に向けて財務基盤の更なる強化を図るものであり、今後も情報の精度を高めながら適正な在庫水

準を維持してまいります。生産効率の改善では、作業工程の見直しを継続して実施しており、押出成形の標準化モデル

ラインが稼働するなど一定の成果が得られました。

 
・成長を後押しする組織づくり

第７次中期経営計画において、コーポレートガバナンス体制の強化を重要な経営課題と位置付けております。今期よ

り社長交代およびCxO体制の導入を通じて新たな経営体制をスタートさせました。これにより、迅速かつ的確な意思決定

を実現するため決裁権限の委譲や、社内規程の整備などを実施いたしました。

従業員一人ひとりの成長とエンゲージメントの向上を通じて、組織全体の活性化と競争力強化に取り組んでおりま

す。その一環として、従業員が株主の皆様との一層の価値共有を進めるとともに中期経営計画の達成へ向けたインセン

ティブに寄与することを目的として、従業員持株会向け譲渡制限付株式インセンティブ制度を導入いたしました。全従

業員が長期的な企業価値の創造に向けて一体となって取り組む体制を整えてまいります。

また、将来のタレントマネジメントを見据えて人材情報のデータベース化を進めるとともに、従業員の適性やパ
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フォーマンスに応じた配置を進めました。

 
以上により、当中間連結会計期間の売上高は196億12百万円と、前年同期に比べ0.2％の増収となりました。利益面に

つきましては、棚卸資産評価に係る見積りの変更により、棚卸資産評価減を１億47百万円計上し売上原価が増加した影

響で、営業利益６億35百万円（前年同期比17.6％減）、経常利益７億円（同29.8％減）、親会社株主に帰属する中間純

利益４億72百万円（同30.9％減）となりました。

なお、棚卸資産評価に係る見積りの変更の詳細は、「２.（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（会計上の見積り

の変更）」に記載のとおりです。

 
セグメント別の売上状況は、以下のとおりであります。

当中間連結会計期間より、従来の「建築資材」「産業資材」の２セグメントから、「建材事業」「CSE事業」「精密事

業」「グローバル事業」の４セグメントおよび「その他」に変更しております。

この変更は、事業展開を踏まえた組織体制および経営資源配分等の意思決定プロセスの観点から、当社グループの経

営実態をより適切に反映すると判断したことによるものです。

詳細は「第４ 経理の状況 １ 中間連結財務諸表 注記事項(セグメント情報等) セグメント情報」の「２.報告セグメ

ントの変更等に関する事項」に記載のとおりです。

また、報告セグメント変更後の配分方法による算定が困難であることから、前中間連結会計期間との比較はしており

ません。

なお、各事業セグメントの概要は以下のとおりです。

建材事業
外装建材、内装建材、床関連材、システム建材等を開発・製造・販売しております。また建設工

事設計施工の事業を営んでおります。

CSE事業（※）
主に住宅設備、車輛分野でユーザーからの受注によるOEM製品・ODM製品等を開発・製造・販売し

ております。

精密事業 反射防止付樹脂シートを主とする機能性コーティング製品を開発・製造・販売しております。

グローバル事業 海外市場向けの外装建材、内装建材等を開発・製造・販売しております。
 

 
（※）CSE事業：CSEとは、Customer Satisfaction & Expectation の頭文字をとった造語であり、専門知識と技術力

を駆使したセールスエンジニアリングで顧客のニーズや期待を上回る価値を提供し、顧客満足度と

信頼度の向上を目指します。

 

セグメントの名称
売　　上　　高

金　額（百万円） 構成比（％）

建材事業 12,673 64.6

CSE事業 4,975 25.4

精密事業 772 3.9

グローバル事業 1,748 8.9

報告セグメント計 20,169 102.8

その他 37 0.2

（調整額） △594 △3.0

合　計 19,612 100.0
 

　　　　　　　　　　　（注）1.調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。
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 〔建材事業〕

住宅分野では、新築、リフォーム問わず求められる高断熱化に対応した高性能断熱材『フェノバボード』や加工拠点

を拡大した高断熱内窓『メルツエン』が堅調に推移しました。一方で、持ち家・分譲戸建の大幅着工減という市場環境

から、汎用品は売上が減少しました。

非住宅分野ではプロモーションを強化した結果、工場・倉庫向け商品群『PLANTOOL』が好調な伸びを示しました。

 
〔CSE事業〕

CSE事業においても新設住宅着工の低迷により建築資材系OEM品が伸び悩みました。一方で、住設資材系OEM品の採用数

が増加したこと、また、バスやトラックといった大型車輛向け部材や、業務用冷蔵庫向け部材、事務機器部材といった

産業資材が好調に受注を確保し、売上増に寄与しました。

 
〔精密事業〕

精密事業では、主力の車載向け部材が自動車の減産や中国市場の販売不振を受け、低調に推移しました。非車載向け

部材はこれまでのエンジニアリングセールスが結実し、売上を大きく伸ばしました。

 
〔グローバル事業〕

グローバル事業では、米国現法のブランド製品が伸び悩み、また、日本向け建材ビジネスの比率が高いベトナム・タ

イの各現法も、日本市場の需要低迷を受け低調に終わったことなどが影響し、総じて弱含みで推移しました。このよう

な中、ASEAN地域での建材販路拡大に向け、販売チャネル構築に向けた活動を推進しました。

 
② 財政状態の分析

（資産）

当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ14億94百万円(前期末比2.8％)減少し、525億

81百万円となりました。主な増減要因としましては、流動資産では、現金及び預金が20億22百万円増加した一方

で、受取手形、売掛金及び契約資産が16億３百万円減少、また電子記録債権が８億78百万円減少したことなどによ

り、８億79百万円(同2.5％)の減少となりました。

固定資産では、投資有価証券が６億５百万円減少したことや有形固定資産が64百万円減少したことにより、６億

15百万円(同3.3％)の減少となりました。

 

（負債）

負債は、前連結会計年度末に比べ16億54百万円(前期末比9.8％)減少し、152億61百万円となりました。主な増減

要因としましては、流動負債では、支払手形及び買掛金が10億24百万円減少したことや、賞与引当金が１億14百万

円減少したことなどにより、15億17百万円(同10.7％)の減少となりました。固定負債では、繰延税金負債が86百万

円減少、またリース債務が50百万円減少するなど、１億37百万円(同5.1％)の減少となりました。

 

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ１億59百万円(前期末比0.4％)増加し、373億21百万円となりました。その他

有価証券評価差額金が２億２百万円減少した一方で、利益剰余金が１億57百万円増加、また為替換算調整勘定が１

億53百万円増加したことなどによるものです。この結果、株主資本合計は330億13百万円、自己資本は364億27百万

円となり、自己資本比率は69.3％となりました。
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　（単位：百万円）

  前連結会計年度末 当中間連結会計期間末 増減額

 流　動　資　産 35,303 34,424 △879

 固　定　資　産 18,773 18,158 △615

資　　産　　合　　計 54,076 52,581 △1,494

 流　動　負　債 14,229 12,712 △1,517

 固　定　負　債 2,685 2,548 △137

負　　債　　合　　計 16,914 15,261 △1,654

純　資　産　合　　計 37,162 37,321 159
 

 

③ キャッシュ・フローの分析

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ20億22百万円(前期末比18.0％)

増加し、132億25百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況及びその主な要因は次のとおりであります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権及び契約資産の減少額25億３百万円、税金等調整前中間純利益

６億84百万円、減価償却費６億48百万円などの増加要因に対し、仕入債務の減少額10億31百万円、法人税等の支払

額２億35百万円などの減少要因により合計26億３百万円のプラスとなりました。前年同期比では30億58百万円増加

しました。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、設備投資計画に基づく機械設備等の取得による支出３億68百万円、無形

固定資産の取得による支出49百万円などの減少要因に対し、投資有価証券の売却による収入３億３百万円などの増

加要因により合計１億14百万円のマイナスとなりました。前年同期比では２億20百万円改善しました。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払による支出３億９百万円およびリース債務の返済による支

出１億77百万円などにより、合計５億25百万円のマイナスとなりました。前年同期比では70百万円減少しました。

 
 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当中間連結会計期間において重要な変更はありません。

 
(3) 研究開発活動

当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、473百万円です。研究開発活動の状況に重要

な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 63,000,000

計 63,000,000
 

 

② 【発行済株式】

　

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2024年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2024年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,688,425 20,688,425

東京証券取引所
(スタンダード市場)
名古屋証券取引所
(メイン市場)

単元株式数は100株であ
ります。

計 20,688,425 20,688,425 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　　

② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2024年９月30日 ― 20,688 ― 2,194 ― 1,511
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(5) 【大株主の状況】
  2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社八木熊 福井県福井市照手２丁目６番16号 2,574 12.88

長瀬産業株式会社 大阪府大阪市西区新町１丁目１番17号 2,464 12.33

株式会社日本カストディ銀行
(三井住友信託銀行再信託分・三
井化学株式会社退職給付信託口)

東京都中央区晴海1丁目８番12号 1,856 9.29

三井物産プラスチック株式会社 東京都千代田区大手町１丁目３番１号 983 4.92

八　木　誠一郎 福井県福井市 800 4.00

株式会社福井銀行 福井県福井市順化１丁目１番１号 710 3.55

昭和興産株式会社 東京都港区赤坂６丁目13番18号 670 3.35

株式会社北陸銀行 富山県富山市堤町通り１丁目２番26号 625 3.13

蝶理株式会社 大阪府大阪市中央区淡路町１丁目７番３号 600 3.00

八　木　信二郎 福井県福井市 541 2.71

計 ― 11,823 59.16
 

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    2024年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式 705,100

完全議決権株式(その他) 普通株式 19,967,100 199,671 ―

単元未満株式 普通株式 16,225 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  20,688,425 ― ―

総株主の議決権 ― 199,671 ―
 

（注）１．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式11,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数110個が含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式83株が含まれております。
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② 【自己株式等】

  2024年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
フクビ化学工業株式会社

福井県福井市三十八社町
33字66番地

705,100 ― 705,100 3.41

計 ― 705,100 ― 705,100 3.41
 

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当中間会計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2024年４月１日から2024年９月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】
           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 11,203 13,225

  受取手形、売掛金及び契約資産 ※  12,189 10,587

  電子記録債権 ※  4,887 4,008

  商品及び製品 3,871 3,429

  仕掛品 753 747

  原材料及び貯蔵品 1,224 1,354

  未収入金 1,089 995

  その他 87 78

  流動資産合計 35,303 34,424

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,780 3,704

   機械装置及び運搬具（純額） 1,950 1,945

   工具、器具及び備品（純額） 214 213

   土地 1,906 1,912

   リース資産（純額） 407 411

   建設仮勘定 104 112

   有形固定資産合計 8,361 8,297

  無形固定資産   

   ソフトウエア 36 57

   その他 764 732

   無形固定資産合計 800 790

  投資その他の資産   

   投資有価証券 6,791 6,186

   長期前払費用 192 182

   退職給付に係る資産 2,329 2,341

   繰延税金資産 51 41

   その他 249 322

   投資その他の資産合計 9,612 9,072

  固定資産合計 18,773 18,158

 資産合計 54,076 52,581
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  10,299 9,276

  短期借入金 93 98

  １年内返済予定の長期借入金 33 16

  未払金 165 202

  未払法人税等 250 177

  未払費用 ※  1,308 1,176

  リース債務 324 323

  有償支給取引に係る負債 516 496

  賞与引当金 692 577

  その他 550 370

  流動負債合計 14,229 12,712

 固定負債   

  リース債務 738 688

  長期未払金 298 294

  繰延税金負債 1,583 1,498

  退職給付に係る負債 64 67

  その他 2 2

  固定負債合計 2,685 2,548

 負債合計 16,914 15,261

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,194 2,194

  資本剰余金 1,517 1,511

  利益剰余金 29,547 29,704

  自己株式 △431 △396

  株主資本合計 32,826 33,013

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,503 2,301

  為替換算調整勘定 329 482

  退職給付に係る調整累計額 672 631

  その他の包括利益累計額合計 3,504 3,414

 非支配株主持分 831 894

 純資産合計 37,162 37,321

負債純資産合計 54,076 52,581
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】
           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

売上高 19,580 19,612

売上原価 13,729 13,858

売上総利益 5,851 5,753

販売費及び一般管理費 ※  5,080 ※  5,118

営業利益 771 635

営業外収益   

 受取利息 1 1

 受取配当金 87 107

 為替差益 122 －

 その他 41 52

 営業外収益合計 251 160

営業外費用   

 支払利息 2 2

 為替差損 － 40

 債権売却手数料 6 8

 クレーム補償費用 10 40

 その他 6 6

 営業外費用合計 24 95

経常利益 998 700

特別利益   

 固定資産売却益 － 2

 投資有価証券売却益 － 1

 特別利益合計 － 2

特別損失   

 固定資産除却損 1 1

 投資有価証券売却損 － 18

 その他 － 0

 特別損失合計 1 19

税金等調整前中間純利益 997 684

法人税、住民税及び事業税 237 167

法人税等調整額 21 13

法人税等合計 259 180

中間純利益 738 503

非支配株主に帰属する中間純利益 56 32

親会社株主に帰属する中間純利益 682 472
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【中間連結包括利益計算書】
           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

中間純利益 738 503

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 662 △202

 為替換算調整勘定 153 206

 退職給付に係る調整額 △33 △41

 その他の包括利益合計 783 △36

中間包括利益 1,521 467

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 1,428 382

 非支配株主に係る中間包括利益 93 85
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】
           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 997 684

 減価償却費 597 648

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3 3

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △60 △70

 賞与引当金の増減額（△は減少） 31 △114

 株式報酬費用 19 24

 受取利息及び受取配当金 △88 △108

 支払利息 2 2

 為替差損益（△は益） △122 40

 投資有価証券売却損益（△は益） － 17

 有形固定資産売却損益（△は益） － △2

 有形固定資産除却損 1 1

 売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △1,022 2,503

 棚卸資産の増減額（△は増加） △117 326

 仕入債務の増減額（△は減少） △569 △1,031

 未払消費税等の増減額（△は減少） △12 △34

 その他 183 △158

 小計 △162 2,731

 利息及び配当金の受取額 88 108

 利息の支払額 △2 △2

 法人税等の支払額 △379 △235

 営業活動によるキャッシュ・フロー △454 2,603

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の取得による支出 △5 △0

 投資有価証券の売却による収入 － 303

 有形固定資産の取得による支出 △289 △368

 その他 △41 △49

 投資活動によるキャッシュ・フロー △335 △114

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 リース債務の返済による支出 △156 △177

 長期借入金の返済による支出 △17 △17

 非支配株主への配当金の支払額 △24 △23

 配当金の支払額 △258 △309

 財務活動によるキャッシュ・フロー △455 △525

現金及び現金同等物に係る換算差額 86 59

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,159 2,022

現金及び現金同等物の期首残高 12,119 11,203

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  10,960 ※  13,225
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用方針」（企業会計基準適用指針第28

号　2022年10月28日。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、当該会計方

針の変更による中間連結財務諸表に与える影響はありません。

 
(会計上の見積りの変更)

（棚卸資産の評価）

当社グループは、棚卸資産の正味売却価額が取得原価よりも下落している場合には、当該正味売却価額をもって

貸借対照表価額とし、取得原価と当該正味売却価額との差額を当期の費用として処理しております。

また、棚卸資産の種類ごとに期間を定め、当該期間に出荷や使用がなく営業循環過程から外れたと判断した品目

は収益性が低下していると看做し、将来の需要や市場動向を反映して棚卸資産の帳簿価格を切り下げております。

前連結会計年度の新基幹システム導入に伴い、当第２四半期連結会計期間より、営業循環過程から外れている棚

卸資産をより詳細に識別し収益性を評価するための十分なデータを把握することが可能となりました。これらの状

況を踏まえ、当中間連結会計期間より棚卸資産に係る収益性の低下の状況をより適切に財政状態及び経営成績に反

映させるため、正味売却価額及び簿価切下額の測定方法を変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当中間連結会計期間の売上原価が１億46百万円増加し、営業利益、経常利益

及び税金等調整前中間純利益は、それぞれ同額減少しております。

 
(中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。
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(中間連結貸借対照表関係)

　※　前連結会計年度の末日は金融機関の休日であったため、次の期末日決済予定の売上債権及び仕入債務が、前連

結会計年度末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
（2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

受取手形 37 百万円 － 百万円

売掛金 1,163 百万円 － 百万円

電子記録債権 962 百万円 － 百万円

支払手形 5 百万円 － 百万円

買掛金 11 百万円 － 百万円

未払費用 2 百万円 － 百万円
 

 

(中間連結損益計算書関係)

※　販売費と一般管理費の主要な費目は次のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

運送諸掛費 1,286百万円 1,325百万円

広告宣伝費 102百万円 109百万円

役員報酬 120百万円 126百万円

給与及び賞与 1,178百万円 1,255百万円

従業員賞与引当金繰入額 319百万円 287百万円

退職給付費用 33百万円 26百万円

減価償却費 133百万円 161百万円

賃借料 346百万円 347百万円
 

 
(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前中間連結会計期間
（自　2023年４月１日　
　至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日　
　至　2024年９月30日）

現金及び預金勘定 10,960 百万円 13,225 百万円

現金及び現金同等物 10,960 百万円 13,225 百万円
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(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月21日
定時株主総会

普通株式 258 13.00 2023年３月31日 2023年６月22日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年11月14日
取締役会

普通株式 309 15.50 2023年９月30日 2023年12月12日 利益剰余金
 

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月18日
定時株主総会

普通株式 309 15.50 2024年３月31日 2024年６月19日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年11月14日
取締役会

普通株式 210 10.50 2024年９月30日 2024年12月11日 利益剰余金
 

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

    (単位：百万円)

 
報告セグメント

調整額
注１

中間連結損益
計算書計上額
注２建築資材 産業資材 計

売上高      

 一時点で移転される財 12,718 4,800 17,517 － 17,517

 一定の期間にわたり移転
　される財

1,951 112 2,063 － 2,063

 顧客との契約から生じる
　収益

14,669 4,912 19,580 － 19,580

　外部顧客への売上高 14,669 4,912 19,580 － 19,580

 セグメント間の内部売上高
　又は振替高

－ － － － －

計 14,669 4,912 19,580 － 19,580

セグメント利益又は損失(△) 1,664 △73 1,592 △821 771
 

 

(注)１．セグメント利益又は損失(△)の調整額△821百万円は、主に提出会社の管理部門に係る人件費及び経費であり

ます。

２．セグメント利益又は損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

       (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
注１

調整額
注２

中間連結損益
計算書計上額
注３建材

事業
CSE
事業

精密
事業

グローバ
ル事業

計

売上高         

 一時点で移転される財 10,865 4,975 772 1,285 17,898 37 － 17,935

 一定の期間にわたり移転
　される財

1,676 － － － 1,676 － － 1,676

 顧客との契約から生じる
　収益

12,542 4,975 772 1,285 19,574 37 － 19,612

　外部顧客への売上高 12,542 4,975 772 1,285 19,574 37 － 19,612

 セグメント間の内部売上高
　又は振替高

131 － － 463 594 － △594 －

計 12,673 4,975 772 1,748 20,169 37 △594 19,612

セグメント利益又は損失(△) 1,679 117 46 △67 1,775 △144 △996 635
 

（注）１．その他には報告セグメントに含まれない新規事業が含まれております。

　　２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△996百万円には、セグメント間取引消去57百万円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△1,053百万円が含まれています。全社費用は、主に提出会社の管理部門に係

る人件費及び経費であります。

　　３．セグメント利益又は損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　４．セグメント間の内部売上高又は振替高は、市場価格を勘案して協議によって決定しております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

 （セグメント区分の変更）

当中間連結会計期間より、従来の「建築資材」「産業資材」の２セグメントから、「建材事業」「CSE事業」「精

密事業」「グローバル事業」の４セグメントおよび「その他」に変更しております。

当社グループは2022年3月期より事業本部制に移行しておりますが、全社戦略の各事業本部への落し込みが定着す

るとともに、各事業の状況を適切に把握する会計システム等の整備など、当社グループの戦略ならびに経営実態を

より適切に反映させる環境が整ったことから、今般の変更を判断したものです。

当社グループの更なる成長に向けて、新たなセグメントを事業ポートフォリオマネジメントや経営資源配分等の意

思決定に活かして参ります。

なお、各事業セグメントの概要は、「第２ 事業の状況 ２ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況の分析」に記載しております。 

また、前中間連結会計期間について売上高、セグメント損益の金額を、変更後の報告セグメント区分により収集し

ていないため、これによる前中間連結会計期間の売上高、セグメント損益を算出することは実務上困難です。変更

前の区分による当中間連結会計期間の売上高、セグメント損益の金額に関する情報は、以下のとおりです。

    (単位：百万円)

 
報告セグメント

調整額
注１

中間連結損益
計算書計上額
注２建築資材 産業資材 計

売上高      

 一時点で移転される財 12,366 5,570 17,936 ― 17,936

 一定の期間にわたり移転
　される財

1,561 116 1,676 ― 1,676

 顧客との契約から生じる
　収益

13,926 5,685 19,612 ― 19,612

　外部顧客への売上高 13,926 5,685 19,612 ― 19,612

 セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― ― ―

計 13,926 5,685 19,612 ― 19,612

セグメント利益又は損失(△) 1,554 △8 1,546 △911 635
 

 

(注)１．セグメント利益又は損失(△)の調整額△911百万円は、主に提出会社の管理部門に係る人件費及び経費であり

ます。

２．セグメント利益又は損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
 （セグメント費用の配分方法の変更）

当中間連結会計期間より、報告セグメントごとの業績をより適切に評価するため、全社費用の各報告セグメントへ

の配分方法を変更しております。

なお、前中間連結会計期間のセグメント利益については、変更後の配分方法による算定が困難であることから、変

更前の配分方法によって算定しております。

また、変更前の区分による当中間連結会計期間のセグメント利益については、変更前の配分方法によって算定して

おります。
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(金融商品関係)

当中間連結会計期間末(2024年９月30日)

金融商品の中間連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認めら

れないため、記載しておりません。

 

(有価証券関係)

当中間連結会計期間末(2024年９月30日)

有価証券の中間連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認めら

れないため、記載しておりません。

 

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

 
(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 
(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 
(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

１株当たり中間純利益金額 34円30銭 23円64銭

 (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する中間純利益金額(百万円) 682 472

   普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   中間純利益金額(百万円)

682 472

   普通株式の期中平均株式数(千株) 19,888 19,952
 

 

なお、潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(重要な後発事象)

(自己株式の取得)

当社は2024年11月14日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法

第156条の規定に基づき、自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法について決議いたしました。

（１）自己株式の取得を行う理由

　経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行及び資本効率の向上並びに株主還元を図るため。

（２）自己株式取得に関する取締役会の決議内容

① 取得する株式の種類

　　当社普通株式

② 取得する株式の総数

　　400,000株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合2.00％）

③ 取得価額の総額

　　295百万円（上限）

④ 取得の方法

　　東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）による買付

（３）取得日

　2024年11月15日

 
２ 【その他】

第91期(2024年４月１日から2025年３月31日まで)中間配当については、2024年11月14日開催の取締役会において、

2024年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしま

した。

①配当金の金額 210百万円

②１株当たりの金額 10円50銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2024年12月11日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2024年11月14日

フクビ化学工業株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人

　北陸事務所
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 桐　　　川　　　　　聡  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 五　十　嵐　　　　　忠  

 

 

監査人の結論

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフクビ化学工業

株式会社の2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９

月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算

書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

 当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、フクビ化学工業株式会社及び連結子会社の2024年９月30日現在の財政状態並びに同日

をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

 監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

 監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

 監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場
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合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

 監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

 監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 

利害関係

 会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
 

以  上

 　

 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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